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人
口
減
少
が
進
み
、
平
均
寿
命
も
伸
び
る
。
公

的
年
金
は
持
続
可
能
か
。「
２
０
１
９
年
金
財
政

検
証
」
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
と

連
合
の
考
え
方
が
話
さ
れ
ま
し
た
。 

（
講
演
資
料
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

講
演
「
公
的
年
金
の
財
政
検
証
結
果
と
連
合
の

考
え
方
」 

連
合
生
活
福
祉
局
長
伊
藤
彰
久
さ
ん 
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2019年 10月 3日（木） 第 305号 

2019年度運動方針の具体化を中央・地方で 
2019年地方代表者会議を開催（9.18 ルポール麹町） 

人
見
会
長
・
野
田
事

務
局
長
が
挨
拶 

 

さ
る
８
月
23
日
、
連

合
第
25
回
中
央
執
行
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
退
職

者
連
合
人
見
会
長
、
野
田

事
務
局
長
が
挨
拶
を
し

ま
し
た
。
人
見
会
長
か
ら

は
、
第
23
回
定
期
総
会

が
終
了
し
た
こ
と
を
報

告
し
、「
持
続
可
能
な
社

会
保
障
制
度
を
め
ざ
し

て
、
政
策
制
度
要
求
を
決

定
し
、
政
府
政
党
へ
の
要

請
行
動
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。
安
心
の
社
会
保
障

制
度
と
な
る
よ
う
連
合

と
も
連
携
し
て
取
組
む
」

と
挨
拶
。
神
津
会
長
か
ら

も
連
帯
の
呼
び
か
け
が

あ
り
ま
し
た
。 

 ２０１９年高齢者集会の翌日、９月１８日、地方代表者会議を開催しました。会議には本部役員、地方退連から代表

者が参加し、運動方針の具体化について、意見交換を行いました。後半は連合生活福祉局長伊藤彰久さんに「公的年金

の財政検証結果と連合の考え方」とする講演をいただきました。 

 

会
議
の
冒
頭
、
人
見
会
長
は

「
安
倍
改
造
内
閣
は
、
お
友
達

内
閣
・
在
庫
一
層
内
閣
と
言
わ

れ
て
い
る
。
憲
法
改
正
へ
の
意

欲
は
変
わ
ら
な
い
の
で
危
惧
す

る
。
全
世
代
型
社
会
保
障
の
議

論
に
連
合
代
表
が
入
っ
て
い
な

い
、
心
配
だ
」
と
挨
拶
。
続
い

て
、
野
田
事
務
局
長
か
ら
運
動

方
針
の
具
体
化
、
特
に
政
策
・

制
度
要
求
実
現
に
向
け
た
取
組

み
に
つ
い
て
、「
中
央
で
は
す
で

に
政
府
・
政
党
に
要
請
行
動
を

実
施
し
た
。
地
方
で
も
昨
年
度

は
６
０
０
を
越
え
る
自
治
体
に

要
請
行
動
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
今
年
は
さ
ら
に
多
く
の
要

請
を
お
願
い
し
た
い
。
核
兵
器

廃
絶
に
向
け
た
１
０
０
０
万 

署
名
、
退
連
１
５
０
万
筆
、
な
ん

と
し
て
も
集
め
よ
う
」
と
提
起
し

ま
し
た
。 

続
い
て
川
端
政
策
委
員
会
担

当
常
任
幹
事
か
ら
２
０
１
９
年

金
財
政
検
証
に
つ
い
て
、「
い
た

ず
ら
に
不
安
に
煽
ら
れ
る
こ
と

な
く
冷
静
に
議
論
し
、
改
革
を
求

め
て
い
く
」
、
野
口
組
織
委
員
会

委
員
長
（
副
会
長
）
か
ら
「
組
織

拡
大
・
強
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

の
見
直
し
を
進
め
る
、
２
年
に
一

度
の
組
織
実
態
調
査
に
つ
い
て

は
組
織
拡
大
の
工
夫
を
読
み
取

れ
る
よ
う
な
も
の
を
実
施
し
た

い
」
と
提
起
し
ま
し
た
。 

意
見
交
換 

①
宮
崎
・
中
村
「
後
期
高
齢
者
医

療
費
自
己
負
担
２
割
に
反
対
、
現
職

と
の
共
通
認
識
に
な
っ
て
い
る
の

か
」
②
北
海
道
・
大
西
「
早
期
に
副

事
務
局
長
の
補
充
を
、
男
女
平
等
推

進
、
加
盟
産
別
拡
大
を
」
③
大
分
・

佐
藤
「
介
護
保
険
、
要
支
援
1・2
は 

市
町
村
総
合
事
業
に
移
っ
た
が
、

質
と
量
の
維
持
が
難
し
い
。
も
う

一
度
介
護
保
険
に
戻
す
要
求
を
」

「
年
金
積
立
金
の
運
用
と
管
理
を

別
建
て
に
」「
組
織
拡
大
・
地
域
活

動
へ
の
参
加
、
現
役
に
認
識
を
持

た
せ
る
よ
う
に
努
力
を
」 

本
部
役
員
か
ら
「
①
役
員
の
欠

員
を
早
期
に
補
充
で
き
る
よ
う
役

員
推
薦
委
員
会
で
議
論
を
進
め
て

い
る
。
女
性
参
画
や
っ
と
見
え
る

形
に
な
っ
て
き
た
。
努
力
し
て
い

き
た
い
の
で
ご
協
力
を
、
②
後
期

高
齢
者
の
２
割
負
担
反
対
、
介
護

保
険
被
保
険
者
の
拡
大
は
連
合
と

一
致
し
て
い
る
。
介
護
保
険
要
支

援
1・2
の
総
合
事
業
化
後
の
実
態

を
各
自
治
体
要
請
で
明
ら
か
に
し

て
ほ
し
い
、
年
金
積
立
金
を
官
製

相
場
づ
く
り
に
使
う
の
は
問
題
、

③
現
役
と
の
対
話
の
場
、
意
思
疎

通
を
図
る
場
は
大
事
、
追
求
し
て

い
き
た
い
」
な
ど
の
見
解
が
示
さ

れ
ま
し
た
。 
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地
域
か
ら
の
報
告 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク 

 

大
阪
退
職
者
連
合
会
長 

 

林 

晃
さ
ん 

 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
「
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
」

の
取
組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
近
ブ
ロ
で
取
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
２
０

０
０
年
か
ら
。
今
年
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
「『
五

国
・
兵
庫
』
in
播
磨
の
国
～
世
界
文
化
遺
産
「
白

鷺
城
」
を
探
訪
し
よ
う
！
！
」
を
予
定
し
て
い

る
が
今
回
で
23
回
目
に
な
る
。
第
１
回
（
１
９

９
７
年
）
は
２
４
０
人
の
参
加
。
大
阪
中
心
だ

っ
た
が
、
徐
々
に
発
展
し
、
今
は
１
５
０
０
人

規
模
に
成
長
定
着
し
た
。、
特
徴
は
80
歳
以
上

の
参
加
者
が
２
０
０
人
以
上
と
な
っ
て
い
る
こ

と
。
団
結
・
前
進
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
ブ
ロ 

  
 

 
 

 
 

 
第23回定期総会において選出された新しい幹事 

２
０
１
９
年
高
齢
者
集
会
報
告
（そ
の
２
） 

「
交
流
の
広
場
」
と
し
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
の
は

今
年
も
暁
鼓
遊
（
あ
か
つ
き
こ
ゆ
う
）
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
「
創
作
和
太
鼓
」
の
演
奏
。
三
年
目
で
す
。 

演
目
は
「
神
無
月
（
か
ん
な
づ
き
）、
道
」
の
２
曲
。
体

全
身
を
使
っ
て
力
強
い
撥
さ
ば
き
、
勇
壮
な
響
き
の
中
に

も
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
色
。
聞
く
も
の
を
奮
い
立
た
せ
る
演

技
で
し
た
。 

続
い
て
、
秋
谷
知
世
子
さ
ん
（
自
治
退
・
高
崎
市
役
所

退
職
者
会
）
の
リ
ー
ド
に
よ
る
「
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
で
健
康

づ
く
り
」。 

ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
は
笑
い
を
一
つ
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
運

動
）
と
し
て
行
う
も
の
で
、
秋
谷
さ
ん
に
よ
れ
ば
普
段
は

１
時
間
半
ぐ
ら
い
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
か
。
短
時
間
で
し
た

が
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
笑
い
と
運
動
が
満
ち
溢
れ
ま
し
た
。 

お
達
者
活
動
の
表
章
・
伝
達
式 

 

内
閣
府
が
主
催
す
る
「
２
０
１
９
年
度
エ
イ

ジ
レ
ス
ラ
イ
フ
実
践
事
例
及
び
社
会
活
動
事

例
」
に
お
い
て
表
章
さ
れ
た
、
増
田
勝
治
さ
ん

（
滋
賀
県
退
職
者
連
合
会
長
・
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン

友
の
会
）
へ
の
表
章
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

人
見
会
長
か
ら
代
理
伝
達
を
受
け
た
増
田

さ
ん
は
、「
な
に
は
づ
に
咲
く
や
こ
の
花
冬
ご

も
り
今
は
春
べ
と
咲
く
や
こ
の
花
」
と
競
技
か

る
た
序
歌
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。「
組
合
の
必

須
研
修
で
長
い
ス
パ
ン
で
人
生
を
考
え
る
こ

と
を
学
ん
だ
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
か
る
た
の

世
界
に
入
っ
た
」「
近
江
神
宮
が
か
る
た
の
メ

ッ
カ
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
百
人
一
首
の
一

番
目
の
歌
を
詠
ん
だ
天
智
天
皇
が
祀
ら
れ
て

い
る
か
ら
」
な
ど
、
か
る
た
に
ま
つ
わ
る
話
も

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

デモ指示 
（芦沢春樹幹
事・全水退） 

デモまでの間ち
ょっと小噺 
（飯島貞親幹
事・林退会） 

写真左から 平岡良久（日本退職教職員協議会）、清水孝一 
（鉄道退職者の会全国連絡会）、丹野充喜（東北ブロック・
岩手）、武田康郎（東海ブロック・岐阜） 

第1回幹事会において選出された常任幹事 

   

ッ
ク
の
活
動
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
＋
運
動
と
し
大
事
に

し
て
い
き
た
い
。」 

て 

 

政
策
委
員
会 

川
端
邦
彦
（
自
治
退
） 

 

組
織
委
員
会 

 

大
山
勝
也
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
） 

男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会 

本
村
富
美
子
（
日
退
教
） 

退職者連合 検索 

ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞは退職者連合で検索を 

 


